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 研究要旨 「薬剤耐性（AMR）対策アクションプラン2023-202
7」に則り、食品及び家畜における薬剤耐性菌の拡散状況を把握
するための研究を遂行した。分離株約700株のゲノム配列データ
を取得することにより、薬剤耐性菌の性状把握や拡散機序の解
析に供するための基礎的なデータを得た。 

 

Ａ．研究目的： 

本研究では、「薬剤耐性（AMR）対策アクションプ

ラン 2023-2027」に則り、ワンヘルス動向調査年

次報告書や WHO に提供するためのサーベイランス

データ、特にゲノム配列データを得ることを目標

とした。

Ｂ．研究方法：

各研究班員によって分離されたヒト、食品、及び

家畜由来の菌株、或いはそれらから各班員らによ

り調製されたゲノム DNA サンプルを一括して受領

し、ショートリードシークエンシングによる全ゲ

ノム解読に供した。

Ｃ．研究結果: 

鶏肉由来サルモネラ菌、大腸菌、腸球菌、カンピ

ロバクター等、約 700 株について、ゲノム配列デ

ータを取得した。

Ｄ．考察: 

得られたゲノム配列データとこれまでに当センタ

ーで蓄積しているヒト由来菌株のデータを含めた

解析により、今後各セクターで分離された薬剤耐

性菌の特性を明らかにするとともに、それらのセ

クターを超えた拡散の有無についての評価が可能

となると考えられる。また昨年度の収集株との比

較により、分離菌株の遺伝型の経年変化の評価が

可能になると考えられる。

Ｅ．結論

本研究を通して、菌種や異なる施設で調製された

ゲノム DNA サンプルに応じた全ゲノムシーケンシ

ング用のライブラリ調製方法に関するノウハウを

前年度に引き続き蓄積した。今後の継続的なゲノ

ム情報に基づくワンヘルスサーベイランスの基盤

となることが期待される。
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